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介
護
保
険
制
度
は
、現
在
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
お
い
て
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」と「
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
」の
2
つ

の
論
点
で
深
化
・
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、介
護
給
付
費
分
科
会
で
は
、新
た
な
処
遇
改
善
加
算
の
追
加
案
に
関
す
る
議
論

が
ス
タ
ー
ト
し
、確
実
な
処
遇
改
善
を
担
保
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、

「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
」と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
報
酬
上
の
評
価
対
象
と

す
る
か
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、本
年
度
も
会
員
事
業
所
を
対
象
に「
介
護
報
酬
改
定
の
影
響
に
関
す

る
調
査
」（
平
成
28
年
度
）の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。今
回
の
調
査
で
は
、特
養
で

26
．5
％
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
29
．7
％
が
赤
字
運
営
と
な
る
な
ど
介
護
保
険
収
入
の

激
減
等
に
よ
る
収
益
の
悪
化
が
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
推
進
や
平
成
13
年
以
降
に
新
設
の
場
合
は
個
室
で
あ

る
こ
と
が
設
置
基
準
に
盛
り
込
ま
れ
た
た
め
、本
県
で
は
混
合
型
施
設
を
含
め
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
の
充
足
率
は
41
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、従
来
型
施
設
で
は
３
分
の

１
が
、赤
字
施
設
と
な
る
な
ど
将
来
的
に
継
続
し
て
運
営
で
き
る
か
危
機
的
な
状
況

を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、重
度
化
が
進
む
要
介
護
者
や
認
知
症
高
齢

者
等
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
介
護
人
材
の
確
保
や
安
定
的
、継
続
的

に
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
に
は
、利
用
者
の
重
度
化
及
び
加
配

等
の
報
酬
上
の
適
切
な
評
価
と
施
設
形
態
別
の
収
支
率
格
差
の
是
正
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
分
析
を
踏
ま
え
て
、次
期
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
現
場
の
声
と

し
て「
平
成
27
年
度
調
査
結
果
に
基
づ
く
次
期
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
の
要
望
及

び
提
言
」を
と
り
ま
と
め
、12
月
15
〜
16
日
、正
副
会
長
、介
護
保
険
推
進
委
員
会
委

員
長
、デ
イ
部
会
部
会
長
等
が
こ
の
要
望
書
を
持
参
し
、上
京
し
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、谷
公
一
自
由
民
主
党
兵
庫
県
連
会
長
の
ご
挨
拶
を
皮
切
り
に
、渡
海

紀
三
朗
議
員
を
は
じ
め
盛
山
正
仁
議
員
、藤
井
比
早
之
議
員
、大
串
正
樹
議
員
、山
田

賢
司
議
員
、山
口
壯
議
員
の
各
衆
議
院
議
員
に
加
え
、参
議
院
か
ら
は
鴻
池
祥
肇
議

員
、末
松
信
介
議
員
、石
田
昌
宏
議
員
の
3
名
の
ご
参
加
を
得
て
、県
選
出
国
会
議
員

等
と
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、下
村
博
文
自
民
党
幹
事
長
代
行
や

田
村
憲
久
元
厚
生
労
働
大
臣
、衛
藤
晟
一
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
、渡
嘉
敷
奈
緒
美

厚
生
労
働
部
会
長
等
に
要
望
し
ま
し
た
。翌
日
に
は
、蒲
原
基
道
厚
生
労
働
省
老
健

局
長
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、佐
藤
守
孝
高
齢
者
支
援
課
長
な
ど
厚
生
労
働
省
関
係

課
職
員
と
意
見
交
換
す
る
ほ
か
、多
数
の
関
係
議
員
に
も
要
望
書
を
届
け
ま
し
た
。

平成28年12月15日上京 介護報酬改定の影響に関する調査結果に基づき平成28年12月15日上京 介護報酬改定の影響に関する調査結果に基づき
適正な介護報酬とより良い制度の実現に向けて、兵庫県選出国会議員と適正な介護報酬とより良い制度の実現に向けて、兵庫県選出国会議員と
勉強会、厚生労働省老健局長・厚生労働省担当者と意見交換（報告）勉強会、厚生労働省老健局長・厚生労働省担当者と意見交換（報告）

平成28年12月15日上京 介護報酬改定の影響に関する調査結果に基づき平成28年12月15日上京 介護報酬改定の影響に関する調査結果に基づき
適正な介護報酬とより良い制度の実現に向けて、兵庫県選出国会議員と適正な介護報酬とより良い制度の実現に向けて、兵庫県選出国会議員と
勉強会、厚生労働省老健局長・厚生労働省担当者と意見交換（報告）勉強会、厚生労働省老健局長・厚生労働省担当者と意見交換（報告）

10月、平成29年度兵庫県予算編成に向けて、
県・県議会に要望
　

10月、平成29年度兵庫県予算編成に向けて、
県・県議会に要望
　

平成28年12月15日上京 介護報酬改定の影響に関する調査結果に基づき
適正な介護報酬とより良い制度の実現に向けて、兵庫県選出国会議員と
勉強会、厚生労働省老健局長・厚生労働省担当者と意見交換（報告）

兵庫県選出国会議員との勉強会
高齢者支援課長　佐藤守孝 様
高齢者支援課企画法令係長　安田怜央 様
振興課基準第二係長　中村光輝 様
老人保健課　鈴木啓太 様

蒲原基道厚生労働省老健局長

厚生労働省老健局担当者との意見交換会
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厚生労働大臣　
 塩崎恭久 様
厚生労働副大臣　
 橋本岳 様
自由民主党幹事長　
 二階俊博 様
衆議院
厚生労働委員会委員長　
 丹羽秀樹 様
参議院
厚生労働委員会委員長　
 羽生田俊 様
衆議院議員 赤羽一嘉 様
衆議院議員 中野洋昌 様
衆議院議員 松本剛明 様
参議院議員 伊藤孝江 様
参議院議員 足立敏之 様

厚生労働省老健局
　総務課長 日原知己 様
　総務課
　認知症施策推進室長　
 宮腰奏子 様
　総務課
　介護保険指導室長　
 遠藤征也 様
　介護保険計画課長　
 竹林悟史 様
　振興課長 三浦明 様
　老人保健課長　
 鈴木健彦 様

厚生労働省社会・援護局
　局長　　定塚由美子 様
　総務課長　 藤原朋子 様
　福祉基盤課長　
 石垣健彦 様

兵庫県選出国会議員等
勉強会参加者
衆議院議員
　１区 盛山正仁 様　　
　３区　関芳弘 様 代理　
　４区　藤井比早之 様　

 ５区 谷公一 様
 ６区 大串正樹 様
 ７区 山田賢司 様
 ９区 西村康稔 様 代理
 10区 渡海紀三朗 様　
 12区 山口壯 様

参議院議員
　鴻池祥肇 様
　末松信介 様
　石田昌宏 様

厚生労働省政策統括官（総合政策担当）
福本浩樹 様 衆議院議員　西村康稔 様

元厚生労働大臣　田村憲久 様

内閣総理大臣補佐官　衛藤晟一 様

自由民主党幹事長代行　下村博文 様自由民主党厚生労働部会長　渡嘉敷奈緒美 様

要望書の提出先 勉強会参加者
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10月、平成29年度兵庫県予算編成に向けて、10月、平成29年度兵庫県予算編成に向けて、
県・県議会に要望県・県議会に要望
　

10月、平成29年度兵庫県予算編成に向けて、10月、平成29年度兵庫県予算編成に向けて、
県・県議会に要望県・県議会に要望
　

10月、平成29年度兵庫県予算編成に向けて、
県・県議会に要望
　

　例年行っている県・県議会に対する次年度予算編成に対する要望活動については、正副会長・部会長が、10月6日（木）
井戸知事、森脇保仁兵庫県議会自由民主党議員団健康福祉部会長、浜田知昭兵庫県議会健康福祉常任委員会委員長、
北浜みどり兵庫県議会自由民主党議員団政務調査副会長に、それぞれ面談して、各要望項目について説明するとともに、
県担当部局と介護人材の確保・育成、安全対策、高齢者の見守り支援等について活発な意見交換を行いました。
　要望の内容は、以下のとおりです。

1 介護人材の確保・育成について
①合同入職式の実施
②出前授業の実施
③就職出前プレゼンテーションの実施
④介護技術コンテストの実施
⑤修学資金貸付制度の拡充
⑥人材確保・育成に熱心に取り組む事業所の顕彰
⑦外国人の介護人材の活用策の調査研究

2 老人福祉施設等の安全対策について
①不審者の発見等の防犯カメラの設置や警察等関係
機関への通報システムの整備
②福祉避難所の職員向けマニュアルの作成、資機材
や生活用品の備蓄についての助成措置
③地域ぐるみの防災訓練や避難訓練等の実施
④被災後も継続して福祉サービスを提供し、早期の事
業再開の方策について定めた「事業継続計画
（BCP）」や「地域継続計画（ＤＣＰ）」の策定
⑤施設利用者の安全確保のため施設周辺地域の土砂
災害防止対策

3 地域社会における高齢者の見守り等生活支援体制の
整備強化について
①地域サポート型施設の拡充並びに認定された施設
の活性化への支援（継続）
②ＬＳＡ，ＳＣＳ事業の継続かつ安定した配置（継続）

③ＬＳＡ，ＳＣＳ並びに地域サポート型施設事業スタッフの能
力・技術向上のための研修会及び相談会の実施（継続）
④緊急通報システム等の経年劣化に伴う計画的なシステ
ム更新（継続）

4 通所介護事業所等における認知症対応について
認知症高齢者の機能訓練の強化を図るために、４ＤＡＳ研
修受講者へのフォローアップの実施や研修カリキュラムの
見直し等による効率的な研修の実施、並びに指導者研修
修了者に対する新たな加算制度の創設の検討や個別機能
訓練加算の増額を国に働きかけるなど事業所への支援を
要望

5 一般財源化に伴う予算確保について
養護老人ホーム及び軽費老人ホームに係る国庫負担金・
補助金の一般財源化後、現在堅持していただいている予
算額確保と地域格差防止のための支援、指導・助言を要望

6 措置費に対する消費税分の加算について
措置費が、県内一斉に上乗せ支給されるよう市町に対し
て技術的助言による適正な指導

7 養護老人ホームにおける無年金者対応の完全実施について
入所者の生存権の保障と福祉増進のため、無年金者に対
し措置市町からの助成金を含めて1人月1万5千円の助成
金支給を要望

兵庫県知事　井戸敏三氏との面談 兵庫県議会
自由民主党議員団健康福祉部会長　森脇保仁 様
健康福祉常任委員会委員長　浜田知昭 様
自由民主党議員団政務調査副会長　北浜みどり 様

担当課を交えた要望説明会
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